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新
年
度
と
な
っ
た
４
月
１
日

（
月
）、
中
村
前
団
長
の
退
任
に
伴

い
、
齋
藤
町
長
か
ら
山
本
団
長
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
松
崎
町
消
防
団
入

２５

団
式
が
４
月
１
日（
月
）午
後
７
時

分
か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

３０ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

６９

山
本
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
２
分
団
第
１
小
隊
の
保
坂
亮
三

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

山
本
団
長
は
「
安
全
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、

お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

使
命
の
遂
行
に
あ
た
り
、
町
民
の

負
託
に
応
え
る
消
防
団
づ
く
り
に

精
進
し
よ
う
。」
と
訓
示
し
、
防
災

体
制
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

人員
山田 亘本部長

土屋宗三郎
副団長山本 謹吾団 長

本

部 １２稲葉 豊一

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分 団 長

分

団 分団小隊

５９

２８東・西・南・北・中浅 賀 哲 親１

中 村 和 行
（中区）

１
分
団

１５宮内・伏倉石 田 和 也２

１５道部高 見 武 彦３

３４
２０江奈１・２・３・４関 雅 人１石 田 一 嘉

（江奈）

２
分
団 １３櫻田平 野 豊 彦２

３６

１３吉田・南郷・建久寺・那賀土 屋 政 哉１

伊 東 直 記
（峰輪）

３
分
団

１１船田・門野船 津 一 成２

１１峰輪大 石 照 彦３

２６
１４大澤・明伏・小杉原山 崎 一 弥１鈴 木 隆

（小杉原）

４
分
団 １１池代山 本 浩 二２

５１

１６山口・指川・金沢斎 藤 貞 治１

山 本 達 雄
（峰）

５
分
団

１１野田・中村・松尾山 口 薫２

１１峰山本雄一郎３

１２八木山石 川 光 明４

４０

１３岩地青 木 一 美１

大 石 孝 広
（石部）

６
分
団

１３石部高 橋 康 之２

１３雲見高 橋 恒 彦３

２４６合計

【問合せ】 総務課消防防災係 電話 ４２－３９６３（直通）

宣誓する保坂亮三新入団員

＜日本消防協会長表彰＞

表彰を受ける土屋副団長

功績章

副団長 土屋宗三郎

精績章

分団長 鈴 木 隆

勤続章

本部長 山 田 亘

地 域 の 安 全 を 守 る

松松松崎町消防団
入 団 式

松松崎町消防松崎町消防団団
入入 団団 式式

平成２５年度 松 崎 町 消 防 団 役 員 名 簿

新
団
長
に
山
本
謹
吾
氏

新
年
度
の
体
制
整
う
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町
で
は
、
津
波
注
意
報
・
警
報

等
が
静
岡
県
沿
岸
に
発
表
さ
れ
た

場
合
、
潮
位
の
変
化
（
津
波
監
視
）

や
利
用
者
の
状
況
等
を
確
認
し
、

住
民
等
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
と

海
岸
地
域
に
お
け
る
人
的
被
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

松
崎
・
岩
地
・
石
部
・
雲
見
の
４

地
区
に
防
災
カ
メ
ラ
を
整
備
し
ま

し
た
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
、
津
波
以
外
の

災
害
時
に
も
情
報
収
集
手
段
と
し

て
活
用
し
、
特
に
三
浦
地
区
は
大

規
模
地
震
発
生
時
に
孤
立
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
重
要
な

情
報
収
集
手
段
の
１
つ
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

防
災
カ
メ
ラ
の
映
像
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
は
、
５
分
間
隔
の
静
止
画
像

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成

年
３
月
時
点

２５

で
の
町
の
市
街
地
周
辺
の
各
地
区

で
指
定
し
て
い
る
津
波
避
難
ビ
ル

や
津
波
避
難
場
所
を
ま
と
め
た
津

波
避
難
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

町
中
に
買
い
物
や
通
院
等
で
来

た
時
に
、
津
波
を
伴
う
大
規
模
地

震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
町

内
の
津
波
避
難
場
所
等
を
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

津
波
避
難
地
図
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。浸

水
域
等
も
示
し
た
正
式
な
津

波
避
難
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

は
、
県
の
第
４
次
地
震
被
害
想
定

を
踏
ま
え
て
作
成
し
、
今
年
度
各

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
夜
間
の
津
波
避
難
に

備
え
て
、
町
内
５
箇
所
の
津
波
避

難
場
所
等
の
入
口
に
誘
導
灯
を
設

置
し
ま
し
た
。

誘
導
灯
は
ソ
ー
ラ
ー
式
や
蓄
電

池
内
蔵
型
の
照
明
灯
で
、
停
電
時

に
も
点
灯
し
ま
す
。

・
江
奈
官
舎
裏
避
難
地

・
伊
那
下
神
社
横
避
難
路

・
相
生
堂
入
口

・
松
崎
小
学
校
正
門
側
玄
関

・
松
崎
中
学
校
外
階
段

防災カメラ
（岩地）

・
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
屋
上

・
岩
地
一
里
塚
付
近
の
同
報
無
線

の
柱

・
石
部
棚
田
展
望
台
付
近
の
電
柱

・
雲
見
く
じ
ら
館
屋
上

～
防
災
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
～

配信中の静止画像
（松崎海岸）

～
津
波
避
難
誘
導
灯
設
置
箇
所
～

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

江奈官舎裏避難地の
ソーラー照明灯

長
泉
町
と

災
害
応
援
協
定
を
締
結

４
月
３
日（
水
）、
町
と
長
泉
町

は
、
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
県
東
部
９
市
６
町
の

災
害
時
応
援
協
定
に
加
盟
し
て
い

ま
す
が
、
単
独
の
自
治
体
と
災
害

応
援
協
定
を
締
結
す
る
の
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

協
定
で
は
、
復
旧
に
向
け
た
職

員
の
派
遣
や
被
災
者
の
一
時
収
容

施
設
の
提
供
、
資
機
材
や
生
活
物

資
の
提
供
等
を
相
互
に
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
応
援
が
円
滑
に

進
む
よ
う
に
、
普
段
か
ら
防
災
対

策
の
情
報
を
相
互
に
交
換
し
て
、

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
引
渡
式

第
３
分
団
第
１
小
隊
と
第
５
分

団
第
１
小
隊
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
が
更
新
さ
れ
、
３
月

日（
土
）

１６

に
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
小
隊
の
旧
消
防
車
両
は
、
２０

年
以
上
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
今
回
更

新
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

協定調印式にて

第５分団第１小隊 第３分団第１小隊

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

地地地
震震
・・
津
波
へ
の
備
え
新
た
に

津
波
へ
の
備
え
新
た
に
！！

津
波
監
視
用
に

防
災
カ
メ
ラ
を
整
備

津
波
避
難
地
図
を
作
成

津
波
避
難
誘
導
灯
を
設
置
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◯Ｃ松崎町

マスコットキャラクター

「まっちー」

図
書
館
に
は
現
在
、
書
籍
・
雑

誌
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
を

合
わ
せ
て
約
３
万
冊
の
書
物
等
が

あ
り
ま
す
。
書
籍
の
中
に
は
一
般

書
、
児
童
書
、
絵
本
等
が
あ
り
、

幅
広
い
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

書
籍
以
外
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
は
、
動
画
を
通
し
て
本
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
で
読
む

こ
と
や
、
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

本
等
を
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
楽
し

み
た
い
と
い
う
方
に
は
、
貸
し
出

し
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貸
し
出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ま
ず
、
図
書
館
で
登
録
の
手
続
き

を
し
、
図
書
貸
出
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
後
、
本
（
図
書
・
雑
誌
）

は
１
回
に
最
大
５
冊
ま
で
、

日
１４

間
を
限
度
に
、
視
聴
覚
資
料
（
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）
は
最
大

２
本
ま
で
、
７
日
間
を
上
限
に
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
で
、
お
気
に
入
り
の
１

冊
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆ 図書館利用マナー ☆

飲 食・・・館内でものを食べたり、飲んだりするのはやめましょう。

携 帯 電 話・・・携帯電話はマナーモードに。話は館外でしましょう。

おしゃべり・・・図書館は本を読んだり調べものをしたりする場所です。

おしゃべりはやめましょう。

小さなお子様の安全の為、保護者の方は目を離さないようにしましょう。

他の利用者の迷惑になる行為については注意をお願いします。

資料の汚損・破損・延滞

・資料への書き込みや切り取り、ページ折り、付箋はおやめください。

・受付を通さない資料の持ち出しはやめましょう。

・返却期限を守りましょう。次に借りる方が待っています。レシートに返却期限が印刷

されますので、確認しましょう。

※汚れた本、濡れた本は元に戻りません。汚れや傷みのひどい場合は、同じ資料を弁償

していただくことがあります。

図書館はみんなのものです。ルールとマナーを守って快適に利用しましょう！

○図書館の場所
生涯学習センター２階（役場隣）

○利用時間
平日

午前９時から午後５時まで

土・日

午前９時から正午まで

午後１時から午後５時まで

○休館日
毎週月曜日・祝祭日・年末年始

館内整理日（毎月最終金曜日）

○貸し出し制度の利用登録
住所・氏名等が確認できる身分

証明書（保険証や運転免許証等）

を持参し、図書館で手続きをして

ください。利用登録できるのは、

「松崎町にお住まいの方」「松崎

町に通勤、通学している方」「相

互利用協定を結んでいる市町（下

田市、南伊豆町、西伊豆町、東伊

豆町、河津町、沼津市）にお住ま

いの方」です。

←
図
書
貸
出
カ
ー
ド

○貸し出しの限度

本は５冊（１４日間）

ビデオ・ＤＶＤ等は２本（７日間）
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カ
ウ
ン
タ
ー
の
近
く
に
、
書
籍

等
が
あ
る
場
所
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
。

書
籍
の
名
前
や
著
者
名
等
を
入

力
し
、
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。カ

ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
リ
ク
エ

ス
ト
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

館
内
に
所
蔵
が
な
い
場
合
は
、

県
内
約
１
０
０
館
の
図
書
館
か
ら

借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
通
常
通
り
２
週
間
の
貸
し
出
し

が
で
き
ま
す
。）

ま
た
、
図
書
に
よ
っ
て
は
蔵
書

購
入
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

図
書
貸
出
カ
ー
ド
を
持
参
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ご
予
約
の
書
籍
等
が

返
却
さ
れ
次
第
ご
連
絡
し
ま
す
。

○
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w
w
.lib

.to
w
n
.m

a
tsu

za
k
i.sh

izu
o
k
a
.jp

/

）
を
ご
存
知
で
す
か
。

利
用
案
内
や
休
館
日
が
わ
か
る

カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
基
本
情
報
の
他
、

蔵
書
の
検
索
や
新
着
図
書
の
紹
介
、

予
約
・
貸
し
出
し
の
ラ
ン
キ
ン
グ

等
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

よ
り
便
利
で
身
近
に
、
図
書
館
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
で
は
、
本
の
有
効
活
用

の
た
め
、
不
要
に
な
っ
た
本
を
無

料
で
配
布
す
る「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
」
等
を
不
定
期
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
図
書
館

の
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
ま
つ
ざ
き
お

知
ら
せ
版
で

ご
案
内
し
ま

す
。詳

し
く
は
、

図
書
館
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

図
書
館
（
４
２
）
３
９
７
２

松
崎
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に

毎
月
１
回
石
部
の
棚
田
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
棚
田
百
笑
く
ら
ぶ
」

も
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
棚
田
で
田
起
こ

し
を
始
め
畦
塗
り
、
田
植
え
、
草

刈
り
の
片
付
け
、
稲
刈
り
と
い
っ

た
農
作
業
を
通
じ
て
、
米
作
り
の

大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る

と
と
も
に
収
穫
さ
れ
た
お
米
は
料

理
教
室
で
、
一
粒
一
粒
大
切
に
味

わ
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
作
業
以
外
に
、
米
作

り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水

に
関
す
る
勉
強
や
生
き
物
観
察
会
、

正
月
飾
り
作
り
、
蔓
細
工
作
り
等

の
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
毎
年
６
月
常
葉
大
学
の

山
田
辰
美
先
生
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
し
て
い
る
ホ
タ
ル
観
察

会
は
、
３
月
に
自
分
達
で
ビ
オ
ト
ー

プ
整
備
を
行
い
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
放
流
し
た
成
果
を
確
認
す
る
も

の
で
、
年
々
ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
数
は
、

増
え
て
い
ま
す
。

く
ら
ぶ
で
は
、
今
後
も
、
先
生

の
指
導
を
い
た
だ
き
ホ
タ
ル
の
生

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
ら
ぶ
の
活
動
に
は
、

常
葉
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
子

ど
も
達
の
指
導
を
通
し
て
、
お
互

い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
も
子
ど
も
と
一
緒
に
、

汗
を
流
し
作
業
等
を
行
う
こ
と
で
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
活
動
を
通
じ
て
、
棚
田

や
棚
田
の
周
り
の
自
然
環
境
や
景

観
の
素
晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
を
認

識
し
て
も
ら
い
、
保
全
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ ホタルの幼虫を放流

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

こ
ん
な
時
は

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
！

「
読
み
た
い
本
が
図
書
館
の
ど
こ

に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。」
そ

ん
な
時
は
…
。

「
読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
あ
り

ま
せ
ん
。」
そ
ん
な
時
は
…
。

「
貸
し
出
し
中
の
本
を
予
約
し
た

い
。」
そ
ん
な
時
は
…
。

棚
田
百
笑
く
ら
ぶ
活
動
報
告

―
平
成

年
度
―

２４
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僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

イベント・催し紹介

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

４
月
４
日（
木
）齋
藤
町
長
は
、

佐
藤
さ
ん
の
入
所
し
て
い
る
介
護

老
人
福
祉
施
設「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヴ
ィ

ラ
伊
豆
」
を
訪
問
し
、
お
祝
い
金

と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
佐
藤
さ
ん
は
、
笑
顔
で

応
え
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

佐
藤

さ

と
う

て
う
さ
ん
（
船
田
）

ち
ょ
う

（
大
正
２
年
４
月
４
日
生
）

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１００歳のお祝いを受ける佐藤さん

町
と
町
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

昨
年
度
か
ら
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
た
ハ
ー
ブ
の
実
証
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
収
穫

し
た
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
バ
ス
ハ
ー

ブ
（
入
浴
用
乾
燥
ハ
ー
ブ
）
と
芳

香
蒸
留
水
を
作
り
ま
し
た
。

バ
ス
ハ
ー
ブ
は
、
ハ
ー
ブ
の
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を
簡
単
に
楽

し
め
る
も
の
で
、
タ
イ
ム
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
等
、

８
種
類
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー
ブ

を
組
み
合
わ
せ
、
防
腐
剤
等
の
化

学
成
分
を
使
わ
な
い
無
添
加
の
製

品
で
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５バスハーブと芳香蒸留水

－

俳

句－

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

高

橋

信

夫

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

松
田
美
智
子

清

水

高

子

斎
藤
み
つ
子

朝
寝
し
て
う
つ
つ
の
中
に
妻
の
声

丸
太
椅
子
据
え
ら
れ
て
あ
り
峡
桜

妣
を
偲
ぶ
潮
引
く
川
の
海
苔
掻
き
女

ひ朝
寝
す
る
妻
を
尻
目
の
一
仕
事

は
し
た
な
き
時
間
の
朝
食
朝
寝
か
な

と

き

天
地
の
味
知
と
の
出
会
い
鹿
尾
菜
煮
る

あ
め

つ
ち

ひ

じ

き

カ
ー
テ
ン
を
開
け
ば
眩
し
大
朝
寝

雨
音
を
聞
き
つ
つ
農
夫
の
朝
寝
か
な

碧
空
に
雅
び
を
描
く
花
辛
夷

言
の
葉
の
短
か
き
笑
顔
兄
温
し

鍵
か
け
て
外
出
の
ふ
り
大
朝
寝

朝
寝
し
て
今
日
の
段
取
り
狂
い
け
り

山
越
し
の
一
駅
の
旅
露
地
う
ら
ら

あ
ざ
や
か
な
夢
の
彩
ど
り
朝
寝
か
な

朝
寝
し
て
焦
る
こ
と
な
き
日
々
と
な
り

あ
せ

松松松

崎崎

文文

芸芸

芳
香
蒸
留
水
は
、
ハ
ー
ブ
を
蒸

留
す
る
時
に
で
き
る
水
を
採
取
し

た
も
の
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー

ブ
で
作
っ
た
天
然
の
芳
香
蒸
留
水

で
す
。
車
や
部
屋
等
の
消
臭
に
む

い
た
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
と
ス
キ
ン
ケ

ア
や
虫
よ
け
に
む
い
た
ロ
ー
ズ
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
の
２
種
類
を
作
り
ま
し

た
。３

月
末
か
ら
「
道
の
駅
」
花
の

三
聖
苑
や
公
共
の
宿
伊
豆
ま
つ
ざ

き
荘
で
試
験
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

高通山はいきんぐつつじまつり

【日時】５月１２日（日）

午前１０時から

【場所】高通山（雲見）

【内容】山頂付近の山ツツジの見

頃に合わせて、イベント会場にて

ところてん、しし汁やオリーブ茶

等の無料サービスが行われます。

岩地温泉大漁まつり

【日時】５月１９日（日）

午前１０時から

【場所】岩地海岸

【内容】カツオを使った岩地区の

郷土料理であるニアイナマスや刺

身、潮汁等が無料で振る舞われま

す。

実
証
農
園
の
ハ
ー
ブ
で
作
っ
た

商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
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第29回中川三聖まつり

あいにくの天候により、第２９回中川三聖まつり
は「道の駅」花の三聖苑にある三聖会堂内で式典
を開催し、依田佐二平文化賞の表彰等が行われま
した。

4/１4

みなとでみんなと春のピカ市

松崎港には、雑貨や衣類、飲食物等８０店のフ
リーマーケットが出店しました。来場者は、ず
らりと並んだ商品の中から掘り出し物を見つけ
る等し、思い思いに春の一日を楽しみました。

77

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
輝
く
た
め
に

４
月
１
日（
月
）か
ら
平
成
２５

年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も

に
、「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な

り
、
活
力
と
や
す
ら
ぎ
と
感
動

の
あ
る
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し

た
第
５
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
総
合
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
町
内
４
カ
所
で
説
明
会

を
開
催
し
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
貴

重
な
ご
意
見
を
賜
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
意
見
を
参
考
に
総
合
計

画
に
定
め
た
町
の
将
来
像
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩

と
し
て
、
町
職
員
に
対
し
て

訓
示
を
行
い
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
主
役
と
な
っ
て
輝
く
た

め
の
「
５
Ｓ
運
動
」
を
提
案

し
ま
し
た
。

「
５
Ｓ
」
と
は
、「
整
理
」・

「
整
頓
」・「
清
掃
」・「
清
潔
」・

「
躾
」
か
ら
な
る
取
り
組
み

し
つ
け

で
す
。

こ
れ
ら
は
、
社
会
人
と
し

て
の
基
本
で
す
。
こ
の
基
本

を
も
う
一
度
見
直
し
、
徹
底
す

る
こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
就
任
時
の
訓
示
で
、

職
員
に
対
し
、「
町
の
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
」
と
な
り
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
町
の
魅
力
を
町
内
外

に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

今
回
の
「
５
Ｓ
運
動
」
が
、

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
を
増
や
す
一
つ
の
手

段
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。第

５
次
総
合
計
画
の
将
来

像
は
、
町
民
の
皆
様
と
行
政

が
協
力
し
な
け
れ
ば
成
し
遂

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
様
が
輝
け
る
場

所
で
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、
職
員
の
体
制
を
築
い
て

い
き
ま
す
の
で
、
目
標
を
共

有
し
た
積
極
的
な
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
3/22

松崎分庁舎安全・安心出発式

４月から松崎警察署が、下田警察署と統合
され、松崎分庁舎となることに伴い、環境セ
ンター文化ホールでは、「松崎分庁舎安全・
安心出発式」が行われました。

３/24
第６回花と浪漫の里俳句大会

県内外から俳句愛好家６０人が参加し、「花と
浪漫の里」をテーマに１人２句を投句しました。
俳句には、なまこ壁や桜葉等、松崎ならではの
句材が表現豊かに生かされていました。

町長室からこんにちは ◯４１
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，５３４人（－６２人）

男 ３，５７１人（－３７人）

女 ３，９６３人（－２５人）

世帯数 ３，０４２戸（－２２戸）

転 入 １９人 転 出 ７２人

出 生 １人 死 亡 １０人

（平成２５年３月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－４）

物損事故 ５件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－４）

二
〇
一
三
年
五
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

八

号

平成２５年３月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（3月届出分（3月届出分））

保護者性別名 前地 区

望 月 純男陽 向
ひ なた

道 部

おめでとうございます（出生）

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑯

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑯
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
、

未
成
年
者
の
利
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
親
が
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
使
用

さ
せ
る
つ
も
り
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
未
成
年
者
の

子
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
有
料
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
て

し
ま
い
、
そ
の
額
が
多
額
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
未

成
年
者
の
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

い
つ
の
ま
に
か
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
多

額
の
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
等
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番

号
等
を
未
成
年
者
が
入
力
す
る
等
し
て
（
過
去
に
、

入
力
し
た
カ
ー
ド
番
号
等
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

場
合
も
）、
不
正
に
カ
ー
ド
決
済
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
い
わ
ば
携
帯
パ
ソ
コ
ン
で

あ
り
、
詐
欺
的
・
有
害
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る

危
険
性
が
あ
る
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
は
、
カ
ー
ド
番
号
等
の
所
定

の
情
報
を
入
力
す
れ
ば
、
決
済
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
易
に
未
成
年
者
に
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
貸
さ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
役
場
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
未
成
年
者
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

利
用
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

町 の 交 通 事 故

届出人年齢氏 名地 区

さ よ 子７１山 本 秘伏 倉

斎藤粂市８７齋 藤 す み岩 地

石田裕紀８４平 野 弥 平櫻 田

美 明８７鈴 木 ゆ き峰 輪

真 澄８８鈴 木 優池 代

か つ 子９２佐 藤 剛 一小杉原

関 万 文９９齋 藤 加池 代

大場一代８４中 川 佳 男江奈１

おくやみ申し上げます（死亡）
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姉

妹

都

市

通

信

つ
い
た
り
、は
さ
ん
だ
り
、ひ
ね
っ

た
り
し
て
模
様
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
爪
の
跡
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
「
爪
形
文
土
器
」
と

つ
め

が
た

も
ん

ど

き

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。土
器
の
形
は
、

底
が
丸
く
、
中
央
に
は
突
起
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
似
た
土
器
は
、
東
北
地

方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の
地

域
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
遺
跡
は
、本
州
か
ら
の
移
民
か
、

そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
貴
重
な
土
器
は
、
現
在
、

帯
広
百
年
記
念
館
で
大
切
に
保
管
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
か
ら

「「
帯
広
の
縄
文
土
器
が

「
帯
広
の
縄
文
土
器
が
、、

世
界
の
話
題
に
！

世
界
の
話
題
に
！
」」

姉

妹

都

市

通

信

大正３土器集合

平
成

年
の
高
規
格
道
路
建
設

１５

の
際
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
帯
広
市

の
大
正
遺
跡
群
「
大
正
３
」
遺
跡

で
、
地
表

㌢
下
か
ら
、
縄
文
時

６０

代
草
創
期
と
呼
ば
れ
る
１
万
１
千

そ
う

そ
う

き

年
前
の
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

土
器
の
中
に
は
、
炭
化
物
（
お

こ
げ
）
が
付
着
し
て
い
た
も
の
も

あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
土
器
が
作

ら
れ
た
年
代
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

約
１
万
４
千
年
前
の
土
器
と
い
う

結
果
が
示
さ
れ
、
北
海
道
で
は
最

も
古
い
土
器
で
あ
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
日
欧
の
研
究
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
、
お
こ
げ
の
分
析
が
新
た

に
行
わ
れ
、
海
産
物
を
煮
炊
き
し

た
土
器
と
し
て
は
、
世
界
最
古
の

も
の
と
の
思
い
も
か
け
な
い
結
果

が
、
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
電

子
版
に
発
表
さ
れ
、
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
海
産
物
は
、
サ

ケ
・
マ
ス
類
の
可
能
性
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

こ
の
土
器
は
、
表
面
を
指
先
で


